
 

   日ごとに春めいてまいりましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか。先日は、令和 2年度 PTA活動振り返りアンケートにご協力いただきましてありがとうございました！ 

１１５件の回答とたくさんのコメントを、ひとつひとつ拝見させていただきました。今年度最後の PTA運営だより、少し長くなりますが、最後までお付き合いいただけますと幸いです。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PTAについてよく分からなかった部分

をとてもよく理解することができた

10%

PTAについて今までより少し

は理解することができた

29%

PTAについての理解は今まで

とあまり変わらない

8%

今まで思っていた意見を伝える

場ができて良かった

9%

他の保護者が感じている事

が分かって良かった

22%

アンケートは定期的に

あった方が良いと思う

18%

アンケートは不要（1名） 結果を見ていない

4%

今までは、「PTA とは一部の方だけが活動している」というイメージをお持ちの方が多く、また活動内容を全

体へフィードバックする場所や機会が無かったことから、より一層 PTA活動についてよく知らないという方が

増えていたように思います。今回年度初めにアンケートを実施したことによって、「PTAに参加していると感じ

た」「他の人の考えている事を知る事ができ、参考になった」「自分の一票で PTAをより良いものにできるの

だと実感した」「アンケート結果を共有することで透明性を持った活動となった」などなどの感想をいただきま

した。一方で「アンケートの作成や結果の集計も実施する方の負担になるので、無理のない範囲で継続でき

れば良い」というご意見もありました。 

 確かに、アンケートの集計やまとめはとても大変な作業でした。また、アンケート結果を配信するにあたり、内

容をご確認いただいたり HPに掲載していただいたりと事務的な作業で教頭先生にも多大なるご協力をい

ただきました。 

今後も本部・委員・会員全体で連携を取りながら、オープンに個人の声を発信できて、様々な声を積極的に

検討し、改善できる点は改善していける場を作っていけたらと思います。 

 

1年生の保護者の方にとっては、初めての PTA総会が書面決議となってしまったこともあり、比較ができなかった方が多か

ったかと思います。今までも、PTA総会に参加されていたのは教員・本部役員・委員の方々がほとんどだったので、それ以外

の方にとってはあまり実感のない質問だったかもしれません。 

 PTA総会に参加されたことがある方の中からは、「参観懇談後に子どもを先に帰宅させる事が不安だった」「参加する人

が限られていたので書面決議でも問題ないと思う」「たくさんの方の前では意見を言いにくいので、書面決議が良い」「仕

事などで毎日時間に追われているので、書面決議により時間削減になって良かった。子どもとの時間を大切にしたい」とい

ったご意見をいただきました。 

 参加されたことのない方からは、「仕事で参観懇談自体参加できないので、書面決議がありがたい」「平日の参観懇談後

は習い事の送迎などがあるので参加しにくい為、このやり方が良い」といったご意見もありました。 

 一方で、「通常の総会スタイルでは、重要なところを要約して説明してくださるので分かりやすい」「皆さんとお顔合わせで

きる数少ない機会でもあると思うので、コロナが落ち着いたら集まっての実施でも良いと思う」「臨機応変に状況をみながら

やれる方法で開催されれば良いと思う」といったご意見もありました。 

 様々なご意見がありますが、今年度の実施方法に賛成の方が８９％もいらっしゃったので、今後も継続できれば良いなとは

思いますが、来年度の役員会・運営委員会でも話し合いながら決めていくことになるかと思います。 

 
 

 

 

参観・懇談後に参加するのは難しいの

で今後もこのやり方を継続してほしい

89%

通常の集まって実施する

総会スタイルの方が良い

1%

どちらとも言えない

10%



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

立候補アンケート～委員選出ま

でスムーズでわかりやすかった

40%

選出方法の説明が十分でな

かったので分かりにくかった

5%

今後もWebで立候補を募り、立候補

者が多ければ本部が代理でクジを引

くやり方で良い

39%

本部がクジをひくより、自分でクジ

を引く今までのスタイルが良い

5%

どちらとも言えない

11%

この質問も、1年生の保護者の方は懇談時の委員選出を経験されたことがない方がほとんどで、比較が難し

かったかと思います。今までは、年度初めの懇談時に、新・旧本部が各クラスを回ってくじを実施していました。懇

談の日時は学年によって違いますので、全ての学年・クラスを回るのは、新・旧本部の方にとっては大変な負担だ

ったかと察します。 

 クジに参加された方の中からは、「懇談後にくじ引きは時間もかかり、他の保護者の方も待つことになるので

Web上で立候補できる方がスムーズだと思う」「他の保護者がいる前で辞退理由を言うのはつらいのでWeb

が良い」といったご意見がありました。 

 また今年度、第一希望、第二希望などをできるだけ考慮する方法にしたことについては、「納得感があって良か

ったと思う」「意志ある人が立候補しやすくてとても良いと思う。やる人にも、やってもらう人にも、意義のある方法

だと思う」とのご意見を頂きました。 

「子ども 1人につき 1回当たるという確率は減ったと思って良いのか？当たらない可能性も大きくなったの

か？」というご質問がありましたが、各委員の構成人数を減らしたので、子ども 1人につき 2巡目が回って来る

確率は減ったかと思いますが（少人数の学年もあるので）、子ども 1人につき 6年間で必ず 1度は委員をお願

いしている事には変わりありません。低学年 1・2年生は学校に不慣れという観点からか立候補者が少なく、3

年・4年生になると立候補者が多くなり、5・6年生になると委員経験済みの方が多いので立候補者が減りま

す。このようなばらつきを無くすために、学年部以外はクラス・学年の壁を取り払って学校全体から立候補者を募

ることにしました。 

今年度は初めての試みで試行錯誤だったというのは言い訳になってしまいますが、ご不明点や混乱させてしま

った点も多かったと思います。今後も今回のやり方を継続する場合は対策を考えたいと思います。皆様からのこう

いったご意見が、次の改善につながるので大変ありがたいです！！ 

お仕事・介護・通院・未就園児の子育てなど、皆様を取り巻く環境は様々ですので、決して強制ではなく、みなさ

んが協力したいと思えるような PTAにしていかなければ、PTAの存続自体も難しいのでは・・・と感じています。 

 

 

 

全体的にPTAについて理

解を深める事ができた

25%

PTA活動が全体に

フィードバックされて

良かった

23%
山一パトロールの注意点や危険

個所が分かって良かった

15%

令和3年度の本部紹介

が良かった

9%

本部お仕事紹介が分か

りやすかった

8%

カラーで見やすかった

14%

印刷したものを配布の方が良い

2%

一回の発信の情報量が多すぎた

(1名)

あまり読まないので

不要だと思う

3%

PTA運営だよりを含め、様々な配布物をペーパーレス化したことにより印刷の手間が大幅に省

け、紙代も例年と比較して約５０％削減できました。「ミマモルメでメール配信される運営だよりが

とても見やすく感じた」「外出先などで確認できるのも良かった」「印刷のために仕事で半休取

得しなければならなかったので、ペーパーレスは助かる」「PTAのページにアクセスしやすいよう

に、山一小のトップページにリンクボタンを設置すれば、もっと便利になると思う」といったご意見

をいただきました。 

一方で「PTA運営だよりは楽しみに読ませて頂いているが、作成する役員の負担が多いのでは

ないかと思うので、なくしてもよいと思う」「ペーパーレスも経済的で良いが、昭和アナログ人間か

らすると、紙で読むのも個人的には好きだ。今までの広報誌もアルバムのように残している」とい

った素敵なご意見もありました。 

「あまり webにこだわらずに、臨機応変に対応していけばいいと思う」といったご意見もあり、そ

の通りだなとも思いました。今年度はコロナ禍で学校に集まる機会がなかったので、少しでも情

報発信ができればと思い PTA運営だよりの回数も増やしましたが、来年度は学期毎に 1回だ

けの配信で、また配信方法についても、来年度の役員会・運営委員会で検討することとなります。 

 



 

 

 

 

 

  

 

 今年度アンケートを実施したことで、皆さんを取り巻く現状が明白となり、PTAが今までのままでは存続が難しい（本部や委員の立候

補者が全くでなくなる）と感じておられる方がたくさんいらっしゃるということが分かりました。今までは PTA活動について十分理解され

ていなかったり、PTAは役員・委員の方だけの活動であり、どこか他人事・・・と感じていた方も、「必要ない仕事はできるだけ省略すれば

みんなが参加しやすい PTAになると思う」「本部や委員のお仕事をファーストステップに変更することで、みんなで活動している感じにな

るし、本部や委員になるハードルも下がるのではないか」「色々と家庭によって事情が違うので、それぞれができる範囲で協力し合える

PTAになればと思う」「お仕事されている方にできるだけ負担にならないような活動方法を模索していく事が、これから PTA活動の存

続のためのポイントだと感じる」などなど、皆様の PTAに対する意識に変化があったのではないかと思います。 

 

多くの方の PTAに対する意識が変わったというのは、大きな一歩だと思います。もちろん、PTAについてまだまだ理解が浸透していな

い部分もありますし、PTAがどのように子どものためになっているのか分からないといったご意見もありました。もしお時間があれば、

【PTAに関する意識調査アンケート】の～ボランティア制についてのご意見～をご覧ください【PDFから閲覧いただけます。 → 

NO.32.pdf (suita.ed.jp)】 

PTAを完全になくすと、子ども達への影響は大きいと思います。通学パトロール・運動会パトロール・交通安全教室・夏祭り・山田東中

の地域協フェスティバル・6年生のお別れ会・・・子ども達の安全に関わるものや子ども達が楽しみにしている行事は、保護者の皆様のご

協力なしにはできません。これ以外にもあまり周知されていないけれど、本部や各委員、地域の方々が子ども達の安全の為に実施してい

る取組みはたくさんあります。生活部による朝の立ち当番・看板点検・危険個所の確認・本部と地域の方による土曜開放当番・月 1の夜

のパトロール・110番の家協力家庭への訪問・地域の方による登下校見守りなどなど、数えるときりがないほどたくさんあります。夏祭り

も地域協フェスティバルも地域の方と学校と PTAが協力し合って実施に至っています。もちろん PTA活動の中には改善できる点がたく

さんありますので、スリム化を実現させるべく皆様のお声を集めたのが今年度の試みでした。次年度の会長さん始め本部の方々もスリム

化には賛同してくださっており、今後は運営委員会や役員会で話し合いながら進めていくことになるかと思いますので、是非皆様にもご

協力いただき、来年度の本部さん達をサポートしていただければと思います！みんなで考えて、サスティナブルな山一ＰＴＡにしていきまし

ょう～！！ 

 

来年度は、制限しながらでもなるべく沢山の行事が開催でき、子ども達が楽しめる一年になることを心より願っています！ 

 

 

 

 

http://www2.suita.ed.jp/school/es/20-yamada1/index.cfm/8,529,c,html/529/NO.32.pdf


 

今年度は広報部の選出はせず、本部で活動を代行しまし

た。主な活動は 7 月のそよかぜ教職員紹介号と 3 月の卒業

生紹介号の作成・印刷です。PTA室の複合機で印刷したこと

によって、大幅に費用を削減することができました。 

広報誌を PTA で作成・印刷することで、印刷会社に発注す

るよりも費用を７０％削減できましたが、その年によって広報

部さんのパソコン得意不得意もありますので、色々な作成・印

刷方法を検討中です！ 

 

 

 

 

     

    

 

  

 
・山一地区パトロール（登下校立ち当番）    
・山一地区 「子ども 110 番の家」委員会へ出席、協力家庭
訪問    
・看板パトロール・看板設置個所見直し・看板撤去作業 
    

 
 

 今年度はWebで本部役員立候補者を募りました。立候補して下さった方や、興味があるので話を聞いてみたいと言って

下さった方々へ、推薦部と本部とでコンタクトを取りました。その他、お知り合いの方に直接お声がけさせていただいて、快く

引き受けて下り、推薦部が電話活動をすることなく、スムーズに役員決めができました。お話を聞いてくださった方々、引き受

けてくださった方々、ありがとうございました！ 

 今回感じたことは、みなさん活動内容がわからず不安に思っておられるということ。今年度は本部のお仕事紹介を事前に

配信しましたが、やはりそれだけでは不十分でした。お話を聞いてみたいと言って下さった方へ LINEやお電話で丁寧に本

部の仕事内容をご説明させていただいたことで、安心して引き受けていただくことができたのではないかと思います。 

 推薦部って大変そう・・・・というイメージがありますが、本部の仕事内容をしっかり説明し不安を払拭していただいたり、スリ

ム化をはかり本部の仕事をもっと減らすことによって、本部やってみてもいいかな～という方も増えて、推薦活動への不安や

負担も減るのではないでしょうか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

冬眠中だっ
たのに・・・ 

 
今年度はすべての活動において新型コロナウイルス感染防止対策をとり、可能な限りWEB化を実施。安全を最優先とした活動となった。 
また、PTA会費については学校再開までの期間(4月〜5月)免除とした。 
 
◆1学期 
・WEB化実施に向け、学校ホームページ内に PTA活動ページ開設 
・PTAに関する意識調査WEBアンケート実施、結果報告 
・PTA総会(書面決議) 
調査結果をもとに、活動、組織体制の見直し、規約改正改定、個人情報取り扱い規則改正、また緊急事態宣言下での対応について規約追加改正 
 
◆2学期 
・委員選出(今年度は推薦、生活、卒業対策のみ選出し、広報については本部が代行)各委員活動開始 
委員の各部会、運営委員会(書面での報告)については、重要と思われる際のみ開催 
・次期本部役員の仕事内容を配信・WEB募集開始 
 
◆3学期 
・次期委員募集時期変更についてのWEBアンケート実施、結果報告し、結果をもとに 4月から 2月に変更 
・PTA会員申し込み手続きの簡易化に向け、自動更新に変更 
・PTA総会(書面決議) 
規約改定、次年度本部役員承認 
・PTA委員選出（学年部以外）、各委員の引継ぎ実施（LINEのオープンチャット機能を使用し、集まらずにWebあみだくじで部長・副部長選出） 
・PTA活動振り返りWEBアンケート実施、結果報告 
 
【地域活動】 
・各種会議 
・学校評議員会 
・地区パトロール 
・学校開放 
・子ども 110番の家協力家庭や店舗への、旗、ステッカー、資料配布 
 
その他、青少年対策委員会 学区内通学路の交通安全啓発看板(「あぶない」「飛び出し注意」等)の設置箇所の見直しを山一小 PTA 本部と生
活部で実施、報告の上、2月に撤去完了。 
 

コロナ禍のためお別れ会は中止となりました。その代替

として何かできないかと考え、そよかぜ卒業生紹介号で

子ども達が書いたメッセージカードと担任の先生からの

メッセージカードを両面にしてしおりを作成しました。また

保護者からのプレゼントとして、それぞれの教室の風景を

印刷したオリジナルの‘サクマドロップス缶’を作成し、心

を込めてラッピングしました。この 1年我慢の連続だった

6年生ですが、少しでも喜んでくれたらな～と思います！ 

 

 

 

 


